
森・食・農の文化と先端生命科学が共生する
“いのち輝く創造と伝統のまち鶴岡”創出事業

山形県鶴岡市
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SDGs未来都市 「いのち輝く、創造と伝統のまち 鶴岡」 

（イメージ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

充実した市民社会 
･食文化、個性重視教育 

･先端的な健康・医療 

発展する産業経済 

･生命科学・関連産業 

･観光産業・食産業 

豊かな自然環境 

･出羽三山、森里川海 

･森林･海洋資源 

 
～SD G s 未来都市～ 

いのち輝く 、 

創造と伝統のまち   

鶴 岡 

豊かな自然・食材 

・繊維等新素材 

歴史に基づく 
伝統行事・民俗芸能 

・高等教育・研究機関 

・地域事業者・ベンチャー 
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国内唯一のユネスコ創造都市ネットワーク
（食文化分野）の加盟認定



3
知的資産・人材が輝く都市へ

デジタル化
による構造
改革

（株）野村
総合研究所

MOU
(基本合意)
（2019年）



●慶應先端研等の研究成果
等を核とする新産業創出

●ベンチャー企業の創業・
事業化等を支援する体制
の充実・強化

●SEADS(農業経営者育成学
校)による農業人材の育成

●観光地活性化（日本遺産
インバウンド)誘致等

●加茂水族館の海洋資源
活用

●鶴岡版ESDによる食文化
教育の発信

●鶴岡みらい健康調査推進
●高等教育機関連携による
高度人材・デジタル人材
の育成

●住民主体の地域づくり
推進・先端技術を活用
した中山間地の課題解決

●デジタル化による業務効
率化と市民サービス向上

●自然との共生と生物多様
性の確保

●森林文化の創造
●ごみの資源化を高めた
環境負荷の低い資源循環
型社会の形成

●最適なエネルギー需給の
促進

●地域の防災・減災と低炭
素化を同時解決する再生
可能エネルギーの導入

三側面をつなぐ統合的取組

経済面 社会面 環境面

１・鶴岡版SDGsプラットフォーム創出事業
≪SDGs登録認証・取組支援・普及促進・調査研究事業≫

２・スマート・サイエンスパーク構築事業
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高い生産性と高度で所得の高い
雇用を多く生み出す都市拠点

LOCAL-HUB
身体的にも精神的にも社会的にも

満たされた地域社会

Well-being Community
複合化する環境・経済・社会の課題を
同時に解決する「地域循環共生圏」

Regional-CES



１.鶴岡版SDGsプラットフォーム創出事業
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鶴岡市

SDGsに取り組む地域事業者の登録・認証の実施

地域事業者等の事業活動を支援

市民・企業等に向けたSDGsの取組等の普及啓発

本市のSDGsの発展に向けた調査研究の取組

国

地域事業者
バイオベンチャー含む

地域金融機関

（地域銀行・信
金）

第三者評価機関

機関投資家、
大手銀行、
証券等

表彰制度ノミネートガイドライン・
確認

登録
認証

評価評価

大手企業
連
携
・
支

援

連携・
後方支援

支援等

高
等
教
育
研
究
機
関

支
援

支
援

≪SDGs登録認証・取組支援・普及促進・調査研究事業≫

SDGsのゴールに向け活動している市民・団体、企業等の掘り起しを図
る



２.スマート・サイエンスパーク構築事業

【実証事業】

・効率的で地産地消型の再生可能
エネルギー導入による自律分散型
拠点の形成と省エネ化の推進

・本市の健康医療の街づくりに資
する新技術の導入とデジタル化に
よるヘルスケアサービスの向上

・エリア内での自動運転等による
交通システムの導入検討
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SDGsの目標達成に意欲をもった研究者やベンチャーなどの事業者が集う
「鶴岡サイエンスパーク」を再生可能なエネルギー供給やSocirty5.0・未来
技術を活用したスマート化を図る

≪サイエンスパークエリアのスマート化・魅力向上事業
≫



社会⇒経済
SDGs認証制度により、地域課題の

解決に向けて活動する団体等に対し、
民間支援の可能性が向上

経済⇒社会
新技術活用による市民の健康増進
MaaSによる中山間地域の交通手段
確保による市民生活の向上

社会経済

環境 社会⇒環境
環境に関する市民理解の向
上により、環境保全に対す
る啓発活動の活発化

環境⇒経済
再生可能エネルギー等を導入
した自律分散型拠点の普及に
よる有事におけるエネルギー
供給の維持

環境⇒社会
生態系保全や森林の重要性
を学ぶ市民の増加、市民等
の教育文化の向上

統合的取組によって生じる相乗効果
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１・鶴岡版SDGsプラットフォーム創出事業
≪SDGs登録認証・取組支援・普及促進・調査研究事業≫

２・スマート・サイエンスパーク構築事業

経済⇒環境
サイエンスパークの電源等の
多様化により、低炭素化、環
境負荷の低減等

三側面をつなぐ統合的取組
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鶴岡市
登録･認証など

地域事業者等

高
等
教
育

研
究
機
関

大手金融機関地域金融機関等

≪ SDGsの取組拡大の好循環 ≫

事業者掘り起し → 取組実施 → 普及啓発 → 取組の拡大

国
・

他自治体

公共 民間

大手企業等
・CSRの展開

・企業版ふるさと納
税

１.鶴岡版SDGsプラットフォーム創出事業の自律的好循環
≪SDGs登録認証・取組支援・普及促進・調査研究事業
≫

自律的好循環
→地域事業者の登録認証（掘り起
し）

→地域事業者の取組支援

→ SDGsの取組の普及啓発

→ SDGsの取組のさらなる拡大
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2.スマートサイエンスパーク構築事業による自律的好循環
≪サイエンスパークエリアのスマート化による魅力向

上≫

≪エリアのスマート化
≫

≪ひとが集まる≫

≪人材が活躍≫≪雇用・投資の増
≫

デジタル化を駆使した先端技術など
、

スマート化でエリアの魅力を向上

SDGs・スマートサイエンス
パークの魅力に各地から
人材が集まる

多様な人材が、本市の
サイエンスパークや
各企業等で活躍

仕事場や住まい、地域が暮
らしやすくなり、人が定着
し、
民間投資や雇用等が増加

スマートサイエンスパー
ク

の自律的好循環


